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（平成13年６月30日現在）

世帯数 2，084戸
人 口 6，906人

男 3，319人
女 3，587人

出 生 男 3 女 3 計 6
死 亡 男 4 女 3 計 7
転 入 男 6 女13 計19
転 出 男 5 女 8 計13

町民の動き

３月から始まった、パソコン講習会も７月

で11回を数えました。

パソコン講習会は、町民の皆さんに初歩的

な情報通信技術（ＩＴ）を習得していただく

ことを目的に実施しています。

今後16回までの開催を予定しております。

パソコン等まったく利用したことがない方で

も講師が親切に指導してくださいますので安

心して受講できます。

詳しくは５ページをご覧ください。
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勝浦町商工会では、今夏８月１日 から1，100

万円の「プレミアム付き商品券（使用期限は６

カ月）」を目玉に商品券発行事業を行うことに

なりました。これは、町内でお買い物をする消

費者へ当初のみ商品券の販売が1，000万円に達

するまで「10％のお得なサービス」を付けた共

通商品券を販売し、以後の商品券についても売

り出し加盟店による夏、冬の売り出しサービス

として売り出し店から10％還元して貰えるとい

う画期的な商品券事業です。

日々の贈答用、記念品等としても消費者、町

および各種団体にも積極的な取り扱いをしてい

ただきたいと思っております。

勝浦町の商品券発行

この券で消費者の購買意欲をかきたて、

地域商業に活力を取り戻し、

明るいイメージで勝浦町商業者の活力剤として

広く、長く浸透させていきたいです!!

本
町
と
千
葉
県
勝
浦
市
、
和
歌
山
県
那

智
勝
浦
町
で
つ
く
る
「
第
一
回
全
国
勝
浦

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
が
七
月
十
二
日

に
勝
浦
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
本
町
か
ら
川
口
町
長
ら
三

人
、
那
智
勝
浦
町
か
ら
湯
浅
昌
治
町
長
ら

三
人
、
開
催
地
の
勝
浦
市
か
ら
は
藤
平
輝

夫
市
長
ら
九
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
三
首

長
が
「
こ
れ
ま
で
の
五
回
に
わ
た
る
相
互

訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
を
通
じ
交
流

が
始
ま
っ
て
い
る
。
準
備
が
整
い
次
第

で
き
れ
ば
三
年
以
内
の
友
好
都
市
協
定

締
結
を
目
指
し
、
確
実
な
交
流
を
進
め

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
し
た
共
同
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。

今
後
は
三
市
町
が
協
力
し
て

住
民
や
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど

の
民
間
団
体
で
の
交
流
を
促
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
共
同
作
成
し
て

互
い
に
紹
介
し
あ
え
る
よ
う
に
す

る
。

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

全
国
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

みかんの里で生まれた

みかん雛の商品券

おひな券

（水）

（木）

（１）（２）
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七
月
二
十
日

、
和
歌
山
県

那
智
勝
浦
町
で
「
南
紀
勝
浦

夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

徳
島
県
阿
波
踊
り
協
会
所

属
の
「
や
っ
こ
連
」
と
本

町
職
員
等
で
構
成
さ
れ
て

い
る
「
う
き
う
き
連
」
の

四
十
一
名
が
招
待
さ
れ
、

阿
波
踊
り
を
披
露
し
ま
し

た
。「
南
紀
勝
浦
夏
ま
つ
り
」
は

那
智
勝
浦
町
夏
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
年
の
来
場
者
は
約
二
万
人
が

訪
れ
、
朝
市
や
バ
ザ
ー
、
お
ど
り
コ
ン

テ
ス
ト
や
各
商
店
に
お
い
て
一
品
格
安

で
販
売
す
る
サ
ー
ビ
ス
セ
ー
ル
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が
あ
り
、

本
町
か
ら
も
特
産
品
の
ス

ダ
チ
を
四
百
パ
ッ
ク

持
参
し
、
見
物
に

こ
ら
れ
た
方
々
に

配
り
ま
し
た
。

日
本
舞
踏
や
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス

創
作
踊
り
、
ロ

シ
ア
の
民
族
舞
踏

な
ど
国
際
色
豊
か

な
お
ど
り
コ
ン
サ

ー
ト
、
あ
と
の
熱
気

に
つ
つ
ま
れ
た
中
、
阿

波
踊
り
の
一
行
が
紀
伊
勝
浦
駅
前
を
乱

舞
し
、
多
く
の
観
客
の
目
を
く
ぎ
づ
け

に
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
観
光
客
も
、
笛
や
三
味
線

太
鼓
、
鉦
な
ど
の
お
囃
子
に
誘
わ
れ
て

続
々
と
飛
び
入
り
参
加
し
、
道
路
い
っ

ぱ
い
に
熱
狂
的
な
阿
波
踊
り
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

夏
ま
つ
り

南
紀
勝
浦

（金）
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今
回
は
合
併
特
例
法
で
の
財
政
面
の
支
援

策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

合
併
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

主
に
次
の
よ
う
な
支
援
が
あ
り
ま
す
。

合
併
特
例
債

合
併
後
十
年
間
は
、「
市
町
村
建
設
計
画
」

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
事
業
を
し
た
り
、
地

域
の
振
興
な
ど
に
必
要
な
基
金
を
造
る
た
め

に
、
特
に
有
利
な
条
件
で
借
り
た
お
金
（
事

業
な
ど
に
必
要
な
金
額
の
九
十
五
％
の
部
分

に
使
え
、
借
り
た
お
金
と
そ
の
利
子
の
七
十

％
が
普
通
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
）
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
通
交
付
税
の
合
併
補
正

合
併
し
て
す
ぐ
に
、
臨
時
的
に
必
要
と
な

る
経
費
（
合
併
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
作

る
た
め
の
経
費
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
合
わ
せ
る
た
め
の
経
費
な
ど
）
が
普
通
交

付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

「
市
町
村
合
併
」推
進
の

た
め
の
補
助
金

合
併
準
備
補
助
金

合
併
協
議
会
の
構
成
市
町
村
を
対
象
と

し
、「
市
町
村
建
設
計
画
」
の
作
成
な
ど

の
経
費
に
対
し
て
、
補
助
さ
れ
ま
す
。

※
一
つ
の
構
成
市
町
村
に
つ
き
五
百
万
円
ま

で
で
、
一
回
に
限
る

合
併
市
町
村
補
助
金

「
市
町
村
建
設
計
画
」
に
計
画
さ
れ
た

事
業
に
対
し
て
補
助
さ
れ
ま
す
。

※
合
併
関
係
市
町
村
の
人
口
規
模
に
よ
る
額

（
左
の
表
に
よ
る
）
の
合
計
額
。
合
併
成

立
年
度
か
ら
三
ヵ
年
補
助
。

特
別
交
付
税
措
置

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
公
共
料
金
・

借
金
残
高
の
差
を
調
整
す
る
経
費
な
ど
が
、

特
別
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

徳
島
県
市
町
村
合
併

特
別
交
付
金

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
事
業
に

対
し
て
、
十
億
円
を
上
限
と
し
た
交
付
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

（
表
参
照
）

そ
の
ほ
か
合
併
の
効
果
や
地
域
の
将

来
像
な
ど
、
合
併
検
討
の
経
費
の
一

部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

Part 3

「市町村合併」を
考える

３

関係市町村人口 金額

100，001～105，000（人） ２０

105，001～110，000（人） ３０

110，001～150，000（人） ５０

150，001～100，000（人） ７０

100，001～100，000（人） １００

金額は100万円単位

４

２

２
市町村数 交付金上限額

２ ５

３ ６

４ ７

５ ８

６ ９

７以上 10

億円

（１）（２）
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西

岡

武
市
春
己

こ
れ
か
ら
は
Ｉ
Ｔ
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
自
分
が
こ
の
歳
で
パ
ソ
コ
ン
を
勉
強
し

て
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
の
関
係
で
事

務
所
に
パ
ソ
コ
ン
が
入
る
事
に
な
っ
て
そ
れ
を

使
っ
て
「
仕
事
を
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
」
こ

れ
は
大
変
と
い
さ
さ
か
め
ん
く
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
と
り
あ
え
ず
役
場
の
教
育
委
員
会
の
主
催

で
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
開
か
れ
る
と
の
事
だ
っ
た

の
で
、
覚
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
さ
っ
そ
く
申
し
込
み
を
し
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
も
ど
う
し

て
良
い
の
か
わ
か
ら
ず
に
と
ま
ど
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
字
を
打
つ
こ
と
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
…
メ
ー
ル
の
交
換
と
次
々
と

色
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
り
大
変
ゆ
う
い

ぎ
な
四
日
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
今
の

と
こ
ろ
ま
だ
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
機
械
を
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
く
て

は
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
関
係
者
の
方
々
及
び

先
生
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
ご
指
導
の
程
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

坂

本

佐
藤
啓
子

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
付
な
ど
の
広
告
を
、

よ
く
見
う
け
る
こ
の
頃
で
す
が
、
忙
し
い
か
ら

自
分
に
は
ダ
メ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が

や
っ
と
機
会
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
て
図
書

館
二
階
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
四
日
間
の
講
習
を

受
け
ま
し
た
。

一
生
懸
命
習
っ
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
頭
の

働
き
も
手
の
動
き
も
な
か
な
か
思
っ
た
様
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
ワ
ー
プ
ロ
は
十
三
年
ほ
ど
前
に

習
っ
て
い
ま
し
た
が
、
複
雑
な
パ
ソ
コ
ン
は
魔

法
の
様
に
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
生
活
に
取
り

こ
め
る
様
に
な
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
時
間
が
開

け
て
く
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
生
活
の

一
部
に
な
ろ
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
パ
ソ
コ

ン
練
習
に
時
間
を
ま
わ
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

な
と
思
う
様
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
に
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
ご
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
そ
れ
を
思

い
起
こ
し
な
が
ら
家
庭
で
練
習
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
方
々
や
関
係
の
み
な
さ

ま
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

日 時 ８月18日 ～19日

場 所 勝浦町農村環境改善センター

入場料 １日券 500円

中学生以下 無 料

60歳以上の方 400円

前売券を販売しませんので、

当日券のみです。

作品名と時間割

８月18日

夫 婦 善 哉 12:10～14:30

夢千代日記 14:40～16:50

８月19日

五番町夕霧桜 12:30～14:50

夜 の 河 14:55～16:40

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

初
歩
的
な
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
目
的

で
講
習
会
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
一

コ
ー
ス
十
二
時
間
で
基
本
コ
ー
ス
、
ワ
ー
プ

ロ
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー

ル
の
送
受
信
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
っ
た
く
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
人
で
も
講
師
が
親
切
に
指
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
受
講
で
き
ま
す
。

ま
た
す
で
に
受
講
さ
れ
た
方
で
も
再
受
講

で
き
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

受
講
場
所

図

書

館
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

FAX
二
―
四
九
〇
〇

教
育
集
会
所
勝
浦
会
館

二
―
三
三
〇
五

FAX
二
―
三
三
〇
五

第
十
二
回
集
中
コ
ー
ス

八
月
六
日

～
九
日

十
四
時
～
十
七
時

図

書

館

九

時
～
十
二
時

教
育
集
会
所

第
十
三
回
集
中
コ
ー
ス

八
月
二
十
日

～
二
十
三
日

九

時
～
十
二
時

図

書

館

十
四
時
～
十
七
時

教
育
集
会
所

夜
間
コ
ー
ス

八
月
六
日

～
十
日

十
九
時
～
二
十
一
時
三
十
分
ま
で

図

書

館

八
月
二
十
日

～
二
十
四
日

ま
で

十
九
時
～
二
十
一
時
三
十
分
ま
で

図

書

館

申込み先

(
)

申込み先

(
)

夏のひとときに
昔なつかしい映画を
お楽しみください

（月）

（土）

（月）

（木）（金）

（月）
（月）

（月）

（金）
（木）



中
四
国
地
方
で
発
生
す
る
大
地
震

勝
浦
町
が
震
源
に
な
り
う
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

九
月
二
日

徳
島
県
総
合
防
災
訓
練
開
催

於

星
谷
運
動
公
園

防
災
関
係
機
関
の
協
力
体
制
の
確
立
強
化

と
県
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
る
徳
島
県
総
合
防
災
訓
練

が
、
本
年
度
は
、
九
月
二
日

に
勝
浦
町
星

谷
運
動
公
園
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
徳
島
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

や
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
も
参
加
し

大
規
模
な
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

な
お
是
非
、
こ
の
訓
練
を
ご
覧
い
た
だ
き

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の
対
応

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

周
辺
の
皆
様
や
畜
産
業
者
の
方
々
に

は
、
大
き
な
騒
音
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
か

じ
め
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

「
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

熱
き
思
い
」
を
テ
ー
マ
に
手
紙
を
書
い
て
み

ま
せ
ん
か
？

二
十
世
紀
を
歩
い
て
き
た
高
齢
者
か
ら
、

二
十
一
世
紀
を
歩
き
始
め
た
子
ど
も
た
ち
へ

手
紙
と
い
う
カ
タ
チ
で
応
援
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

応
募
の
決
ま
り
は
次
の
と
お
り
で
す
。

六
十
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚
程
度
に
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。

題･

氏
名･

年
齢
と
い
っ
し
ょ
に
、「
徳

島
県
勝
浦
町
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
九
月
二
十
八
日
（
消
印
有

効
）
で
す
。

優
秀
作
品
は
印
刷
物
と
し
て
発
行
さ
れ
、

県
老
人
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
度
の
徳
島
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
（
全
国
健
康
福
祉
祭
）
で
も
展
示
さ

れ
ま
す
。

一
人
一
点
の
応
募
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
先
と
お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

〒
七
七
〇
―
〇
九
四
三

徳
島
市
昭
和
町
一
丁
目
二
番
地

徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

〇
八
八
―
六
二
五
―
〇
〇
二
一

M
A
IL
aw
a
ro
ren
@
n
m
t.n
e.jp

ま
た
は
勝
浦
町
役
場
福
祉
課
高
齢
福
祉
担
当

二
―
一
五
〇
二

新今山橋の親柱デザイン
来春完成を目指し、いま建設中

の今山地区と山西地区を結ぶ橋梁

の親柱のデザインを募集します。

橋の４個所に設置します。

親柱は 縦 1．0ｍ

横 1．0ｍ

厚さ30㎝

作品形式 Ａ４～Ａ３サイズの用紙

（作品に意図・氏名・

住所・連絡先を記入）

受 付 勝浦町役場建設課

締切り ８月31日

※応募者には粗品を進呈します。

６

イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
議会事務局 ２－２５１３
住 民 課 ２－１５０１
福 祉 課 ２－１５０２
税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４
産業振興課 ２－１５０５
建 設 課 ２－１５０６
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

催

し

・

イ

ベ

ン

ト

募

集

し

ま

す

手
紙
募
集
!

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

孫
た
ち
へ
手
紙
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

（日）

（日）

（２）（３） （１）

(財)



町
営
古
川
住
宅
に
空
き
室
が
あ
り
ま
す
の

で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
三
年
八
月
一
日

～

八
月
十
五
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先
と
お
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課
（

二
―
一
五
〇
一
）

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

応
募
住
宅
名

古
川
住
宅
（
三
渓
）
一
戸
分

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
３
Ｄ
Ｋ

（
五
四
・
一
八
㎡
）

応
募
資
格

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る

方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で
住
ん
で
い
る

方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住

所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方
を
含

む
。
単
身
者
で
な
い
方
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ

と
（
所
得
月
額
二
十
万
円
以
下
）

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
名
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家
賃
お
よ
び
敷
金

家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
二
万
円
か
ら
三
万
五
千

円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
家
賃
は

毎
年
所
得
に
よ
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
ヶ
月

分
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
共
益
費
と
し
て

毎
月
三
千
円
が
必
要
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
三
年
八
月
三
十
一
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
お
よ
び
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る

７

Information

町
営
古
川
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

大学校海上保安 学生募集学 校
自 衛 官 募 集

※曹候補士および一般曹候補学生で高校卒業予定者は３月31
日現在18歳の者

詳しいことがお知りになりたい場合

○住民課（ ２－1501）
○自衛隊阿南募集事務所（ 0884－22－6981）
お気軽にご相談ください。

人事院と海上保安庁では、次のとおり海上保安庁職員となる海上保

安大学校および海上保安学校の学生を募集しています。

大 学 校 学 校

受 験
資 格

年 齢
昭和56年４月２日以降生まれ
学 歴
高等学校又は中等教育学校卒
業（見込）の者および同等の資
格があると認められる者

年 齢
昭和53年４月２日以降生まれ
学 歴
高等学校又は中等教育学校卒
業（見込）の者および同等の資
格があると認められる者

採 用
予定数

約45名

船舶運航システム課程約60名
航 空 課 程約10名
情報システム課程約25名
海 洋 科 学 課 程約５名

受 付
期 間

８月30日 ～９月11日 ７月26日 ～８月９日

第１次
試 験

10月27日
10月28日

９月23日

第２次
試 験 12月21日

10月18日 ～20日
※指定する日（航空課程は２日）

第３次
試 験

12月13日 ～18日
※指定する３日（航空課程のみ）

最 終
合格者
発 表

平成14年１月24日
11月８日 ※船舶、情報、海洋各課程
平成14年１月16日 ※航空課程

お問い合せ 小松島海上保安部管理課 08853－３－2246
〒773-0001 小松島市小松島町字外開１－11

（水）

（金）

（１）（２）（３）（４）（５）（６）

（水）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（土）
（日）

（木） （木）

（日）

（木） （土）

（木）

（木）

（火）

（木）

募集種目 資 格 受付期間 試験期日

２等陸・
海・空士

男子
18歳以上
27歳未満

常 時 受 付 受付後に指定

女子
８月６日～
９月７日

９月25日～
９月26日

曹 候 補 士
（男女）

18歳以上
27歳未満

８月６日～
９月７日

９月16日

一般曹候補学生
（男女）

18歳以上
24歳未満

８月６日～
９月７日

９月16日

看 護 学 生
（男女）

高卒（見込）
24歳未満

９月13日～
10月12日

10月23日

航 空 学 生
（男女）

高卒（見込）
21歳未満

８月６日～
９月７日

９月22日

防衛大学校学生
（男女）

高卒（見込）
21歳未満

推
薦

９月５日～
９月７日

９月23日～
９月24日

一
般

９月13日～
10月12日

11月10日～
11月11日

防衛医科大学校学生
（男女）

高卒（見込）
21歳未満

９月13日～
10月12日

11月３日～
11月４日



国
際
化
時
代
に
対
応
す
る
人
づ
く
り
を
目

指
し
、
社
会
総
合
大
学
の
一
環
と
し
て｢

英

会
話
教
室｣
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
、
ロ
ビ
ン
さ
ん
が
夜
間
に
英
会
話

の
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
八
月
三
十
一
日

ま
で
に
教
育
委
員
会
（

二
―
二
五
一
五
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間

平
成
十
三
年
九
月
～

約
一
年
間
（
毎
週
水
曜
日
）

○

初
級
コ
ー
ス

初
心
者
・
今
ま
で
英
会
話
教
室
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
方

午
後
七
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分
ま
で

○

中
級
コ
ー
ス

午
後
八
時
四
十
五
分
～
九
時
四
十
五
分
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数

○
初
級
コ
ー
ス

二
十
五
名

○
中
級
コ
ー
ス

二
十
五
名

各
コ
ー
ス
と
も
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

対

象

者

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
は
勤
務
す
る
十
五
歳
以
上

の
方
で
、
年
間
を
通
じ
て
受
講

で
き
る
者
（
中
高
・
大
学
生
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
）

講

師

ヴ
ァ
ー
ラ
ル･

ロ
ビ
ン･

ダ
ン
カ
ン
さ
ん

開

校

式

日
時

九
月
十
九
日

午
後
七
時
三
十
分
～

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
研
修
室

第
三
十
二
回

敬
老
町
民
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

今
年
も
九
月
十
五
日

に
「
敬
老
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

去
年
の
式
典
か
ら
、
い
く
つ
か
の
変
更
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
中
学
校
体
育
館

時

間

午
前
中
の
み
の
日
程
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

昼
食
は
出
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象
年
齢
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
三
年
九
月
一
日
現
在
で
、
満
七
十

二
歳
以
上
の
方
（
昭
和
四
年
九
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）

※
詳
細
は
来
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

七
月
一
日
付
で
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動

等
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（

）
内
は
旧
任
で
す
。

総

務

課

参
事
兼
総
務
課
長

秋

本

正

（
総
務
課
長
）

合
併
調
査
・
推
進
特
別
チ
ー
ム

理

事

数

藤

淳

一

課
長
補
佐

倉

坪

泰

幸

教
育
委
員
会
兼
給
食
セ
ン
タ
ー

係

長

笹

山

芳

宏

（
給
食
セ
ン
タ
ー
主
事
）

産
業
振
興
課係

長

河

野

稔

彦

（
産
業
振
興
課
主
事
）

住

民

課主

事

正

瑞

美
佳
子

（
総
務
課
主
事
）

建

設

課技

師

後

藤

信

之

（
税
務
課
主
事
）

税

務

課主

事

藤

井

小
百
合

（
勝
浦
病
院
主
事
）

勝
浦
病
院主

事

松

本

博

文

（
建
設
課
技
師
）

八
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日
は
、
「
電
気

使
用
安
全
月
間
」
で
す
。

夏
期
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く
な
り

発
汗
に
よ
り
皮
膚
が
濡
れ
て
電
気
が
通
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感
電
な
ど
の
電
気

事
故
は
、
夏
期
（
七
月
～
九
月
）
に
集
中
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に

通
商
産
業
省
の
主
唱
の
も
と
「
電
気
使
用
安

全
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
協
会
も
、
他
団
体
と
協
力
し
て
電
気
安

全
啓
蒙
、
電
気
安
全
講
習
会
の
開
催
、
電
気

設
備
の
点
検
や
不
良
設
備
の
改
修
促
進
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

四
国
電
気
保
安
協
会

徳
島
支
部
小
松
島
出
張
所

〇
八
八
五
三
―
三
―
三
〇
七
六

８

職
員
人
事
異
動

お

知

ら

せ

変
更
し
た
も
の

今
年
度
の
該
当
者
は
次
の
方
で
す

英
会
話
教
室
の
受
講
生
募
集

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す

八
月
は

（水）

（金）

（１）（２）

（土）

(財)



国民年金だより

シリーズ１

左
記
期
間
、
し
尿
収
集
が
休
業
に
な
り
ま

す
の
で
、
営
業
期
間
中
に
お
早
め
に
お
申
し

つ
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。八

月

十

日

（
午
前
中
は
営
業
）

八
月
十
一
日

～

八
月
十
六
日

ま
で
休
み

八
月
十
七
日

よ
り
営
業

※
お
盆
前
は
特
に
混
み
ま
す
の
で
お
早
め

に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

毎
日
衛
生
有
限
会
社

二
―
二
一
三
九

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は
安
全
・

確
実
・
有
利
な
「
建
退
共
制
度
」
が
お
す
す

め
で
す
。

建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

○
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す

（
加
入
時
に

経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す

○
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補
助

し
ま
す

○
福
利
厚
生
施
設
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す

建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ

○
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

○

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算
し

て
計
算
さ
れ
ま
す

○

加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・
レ
ン

タ
カ
ー
割
引
等
の
携
帯
サ
ー
ビ
ス
事
業
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
徳
島

県
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
八
八
六
―
二
二
―
三
一
一
三

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退
共
徳
島
県
支
部

建
退
共
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。

退
職
金
の
試
算
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.a
lles.or.jp/^

k
en
tai1
/

９

Information

老齢福祉年金を
受給中のみなさんへ
老齢福祉年金を受給中の方は、８月期分

の支払いを受けとられたら、お持ちの「国

民年金証書」を役場住民課へ提出してくだ

さい。

証書の提出が遅れると、次回の支払いが

遅れることがありますのでご注意ください。

平成14年４月から
国民年金事務の一部が
変更されます
国民年金保険料は、直接国へ送付され

ることになります。

現在は役場へ口座振替、納付組織また、

保険料納付書により、納付していただいて

おりますが、平成14年４月分からの保険料

は、社会保険事務所から送付される納付書

で納入していただくことになります。現在、

口座振替により納入されている方は、引き

続きご利用できます。

その他にも、改正される点がありますが

詳しい内容については、随時お知らせしま

す。

問い合わせ先

役場住民課 国民年金係

２－1501

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
!!

お
盆
休
業
の
お
知
ら
せ

（木） （金）（土）（金）

！

！

！

！

！
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か
｢

た
だ
い
ま｣

姉
妹
三
人
が
家
に
帰
っ

て
く
る
。
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
を
母
に

話
そ
う
と
、
三
人
が
母
の
周
り
に
集
ま

る
。
長
女
の
私
の
学
校
の
こ
と
を
話
そ

う
と
す
る
と
、
妹
が
割
っ
て
入
っ
て
く

る
。

｢

め
ぐ
、
少
し
黙
っ
と
い
て
よ
。
お

姉
ち
ゃ
ん
が
話
し
て
る
ん
だ
か
ら｣

私

が
い
う
。

｢

私
も
話
す
こ
と
が
あ
る｣

妹
が
言

う
。

｢

め
ぐ
は
、
後
に
し
て｣

と
大
き
な

声
で
私
が
言
う
。
妹
は
泣
き
な
が
ら
、

｢

マ
マ
が
私
の
話
を
聞
い
て
く
れ
な
い
。

私
も
話
し
た
い
の
に｣

ご
く
普
通
の
家
族
の
会
話
の
よ
う
に

聞
こ
え
る
が
、
母
正
面
か
ら
口
の
動
き

を
見
せ
な
い
と
、
言
葉
が
理
解
で
き
な

い
。
家
族
は
母
の
近
く
で
言
葉
を
大
切

に
、
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
話
す
。

母
は
感
音
性
難
聴
と
い
う
障
害
を
も
っ

て
い
る
の
だ
。

そ
ん
な
母
は
聞
き
慣
れ
た
人
の
声
や

耳
の
悪
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
の
話

は
聞
き
取
れ
て
も
、
電
話
の
声
、
大
勢

の
人
の
中
で
の
話
し
声
、
テ
レ
ビ
の
声

な
ど
は
聞
き
取
り
に
く
い
。
音
が
聞
こ

え
る
こ
と
＝
理
解
し
て
い
る
こ
と
、
と

は
な
ら
な
い
の
だ
。

だ
か
ら
私
た
ち
は
母
と
話
し
を
す
る

時
、
必
ず
母
に
合
図
を
送
っ
て
か
ら
話

を
す
る
。
肩
を
た
た
い
た
り
、
母
に
寄

り
添
っ
た
り
。
一
緒
に
生
活
し
て
い
る

猫
の

｢

ニ
ャ
ン｣

も
心
得
た
も
の
で
、

え
さ
が
ほ
し
い
時
、
布
団
で
一
緒
に
寝

た
い
と
き
、
優
し
く
爪
を
立
て
て
、
母

に
合
図
を
送
っ
て
い
る
。
猫
な
が
ら
、

母
の
難
聴
を
感
じ
て
工
夫
を
し
て
い
る

の
に
は
感
心
し
て
し
ま
う
。

母
が
難
聴
に
な
っ
た
の
は
六
歳
の
時
。

三
種
類
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
に
よ

る
高
熱
の
た
め
に
耳
の
神
経
に
損
傷
を

受
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
は

補
聴
器
を
付
け
、
言
葉
の
発
音
、
音
の

聞
き
分
け
な
ど
の
訓
練
を
し
な
が
ら
、

普
通
学
校
で
学
ん
だ
。

先
生
の
指
導
で
声
を
出
す
こ
と
に
も

努
力
し
、
学
校
で
は
コ
ー
ラ
ス
部
に
入

り
大
き
な
声
で
歌
い
、
家
で
は
毎
日
三

十
分
の
本
読
み
を
続
け
た
。
で
も
、
そ

ん
な
母
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
友
達
も

あ
り
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
仲
間
は
ず

れ
に
さ
れ
た
り
も
し
た
。
そ
の
た
び
に

先
生
に
話
し
を
し
て
、
学
校
で
も
話
し

合
い
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
。
お
か
げ
で

い
じ
め
は
少
し
ず
つ
母
の
周
り
か
ら
消

え
て
い
っ
た
。
高
校
生
に
な
っ
て
自
分

自
信
の
こ
と
を
見
つ
め
る
よ
う
に
な
っ

た
時
、
母
は
、｢

今
ま
で
耳
が
悪
い
と
い

う
理
由
で
だ
れ
か
に
同
情
し
て
ほ
し
か
っ

た
の
か
も
。
そ
ん
な
考
え
だ
と
い
じ
め

ら
れ
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
も
当
た

り
前
だ
。
障
害
を
隠
さ
ず
、
本
当
の
自

分
を
見
せ
て
、
自
分
か
ら
人
の
輪
の
中

に
入
っ
て
い
こ
う
。
強
い
人
間
に
な
ろ

う｣

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

高
校
を
卒
業
後
、
調
理
師
の
免
許
を

取
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
調
理
師
と
し
て

精
い
っ
ぱ
い
働
い
た
。
た
く
さ
ん
の
友

人
が
で
き
、
周
囲
の
理
解
も
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
母
は
難
聴
の
陰
に
隠
れ
る

人
間
で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
。

こ
ん
な
母
も
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を

産
む
と
き
は
と
て
も
不
安
に
な
っ
た
。

子
ど
も
が
同
じ
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ

て
こ
な
い
か
。
子
ど
も
が
泣
い
て
い
る

の
に
気
づ
か
ず
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き

声
か
ら
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
分
か
る

か
。
子
ど
も
の
言
葉
に
影
響
は
な
い
か
。

子
ど
も
に
言
葉
を
正
確
に
教
え
ら
れ
る

の
か
。
母
を
見
守
る
父
は
、
事
故
が
起

き
て
し
ま
っ
た
と
き
の
母
の
シ
ョ
ッ
ク

を
一
番
恐
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
不
安
は
す
ぐ
な
く
な
っ

た
。
自
分
の
お
な
か
を
い
た
め
て
産
ん

だ
子
ど
も
の
気
持
ち
を
、
母
は
本
能
的

に
理
解
で
き
た
の
だ
。
こ
の
と
き
の
こ

と
を
振
り
返
っ
て
、｢

感
覚
で
わ
か
る
と

い
う
の
か
、
肌
で
感
じ
る
と
い
う
の
か

何
か
体
に
ピ
ン
と
き
た｣

と
母
は
言
う
。

こ
の
感
覚
は
子
ど
も
と
母
と
い
る
時
に

と
く
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
猫
の
ニ
ャ
ン

の
様
子
に
ま
で
気
を
く
ば
っ
た
と
い
う
。

母
と
一
緒
に
歩
ん
で
き
た
父
は
言
う
。

｢

耳
の
聞
こ
え
て
い
た
六
歳
の
子
ど

も
が
、
注
射
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
耳
が

聞
こ
え
な
く
な
る
。
こ
の
事
実
が
ど
れ

ほ
ど
残
酷
な
も
の
か
。
想
像
す
る
だ
け

で
悲
し
く
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
か
ら
の

母
の
父
、
母
、
二
人
の
兄
、
周
り
の
人
々

の
温
か
い
助
け
を
思
う
と
胸
が
熱
く
な

る
。
周
り
の
人
の
温
か
い
支
え
が
な
け

れ
ば
、
今
の
母
は
い
な
い
。
人
間
一
人

じ
ゃ
な
い
。
周
り
は
多
く
の
人
が
い
る
。

だ
か
ら
、
す
べ
て
の
人
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い｣

と
。

私
も
こ
の
父
の
言
葉
に
共
感
す
る
。

母
の
生
き
方
に
強
さ
を
感
じ
る
。
家
族

に
温
か
さ
を
感
じ
る
。
私
も
こ
の
よ
う

な
生
き
方
を
し
た
い
。
自
分
自
身
の
障

害
を
見
つ
め
て
き
た
母
の
よ
う
に
。
自

分
自
身
の
生
き
方
を
探
し
続
け
た
母
の

よ
う
に
。
母
を
温
か
く
支
え
て
く
れ
た

周
り
の
人
の
よ
う
に
。

私
は
、
つ
ら
く
て
悲
し
い
と
き
、
母

の
こ
と
を
考
え
る
。

突
然
難
聴
に
な
っ
て
、
く
じ
け
そ
う

に
な
り
な
が
ら
、
く
じ
け
ず
前
を
見
続

け
た
母
。
私
た
ち
子
ど
も
の
声
を
一
生

懸
命
理
解
し
よ
う
と
す
る
母
。
明
る
く

元
気
に
生
き
る
母
。

お
母
さ
ん
、
聞
こ
え
る
？

私
は
お
母
さ
ん
の
温
か
い
ま
な
ざ
し

を
毎
日
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
温
か
さ

の
中
で
、
私
は
明
日
へ
の
力
を
得
て
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

お母さん聞こえる？

た り あ う ぺ ー ジ
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夏
帽
子
振
っ
て
別
れ
の
島
フ
ェ
リ
ー

青
田
風
棚
田
守
り
て
六
十
年

坂
本

新
居

晋

百
姓
の
誇
り
な
り
け
り
青
田
風

難
病
も
な
か
な
か
果
て
じ
夏
帽
子

坂
本

仙
才

清

草
む
し
る
母
新
ら
し
き
夏
帽
子

青
田
風
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
我
が
家
か
な

坂
本

池
谷
武
久

夏
帽
子
片
手
で
押
え
渦
の
道

三
人
の
並
び
登
校
青
田
道

坂
本

山
口
昭
一

夏
帽
子
づ
ら
り
と
並
ぶ
友
釣
区

抱
き
上
げ
て
孫
に
野
苺
採
ら
せ
け
り

坂
本

中
山

治

母
娘
づ
れ
姉
妹
の
ご
と
き
夏
帽
子

あ
と
数
里
野
い
ち
ご
口
に
遍
路
道

坂
本

板
東
征
二

草
し
べ
に
野
い
ち
ご
通
し
畑
み
や
げ

村
青
田
真
っ
只
中
を
通
学
す

坂
本

新
居

雄
彦

夏
帽
子
脱
い
で
大
樹
の
影
に
入
る

取
る
子
な
く
野
苺
た
わ
わ
に
熟
れ
て
あ
り

坂
本

仙
才
よ
し
こ

野
い
ち
ご
や
孫
に
み
や
げ
の
野
良
帰
り

坂
本

椎
野
吉
次

検
診
に
集
い
し
人
や
梅
雨
晴
れ
る

樹
下
涼
し
曾
孫
に
聞
か
す
か
ぞ
え
歌

坂
本

美
馬
直
枝

松
蝉
や
も
う
貼
れ
ぬ
ほ
ど
千
社
札

ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
梅
雨
の
時
間
を
ほ
し
い
ま
ま

横
瀬

日
下
智
世
子

花
菖
蒲
活
け
て
兜
の
横
に
置
き

線
香
の
真
っ
す
ぐ
上
が
る
梅
雨
曇
り

三
溪

中
山
い
く
子

炎
天
下
汗
土
ま
み
れ
草
を
ひ
く

娘
む
こ
う
ぐ
い
す
声
を
も
ヽ
が
り
を

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

夏
露
や
指
に
梳
き
た
る
湿
り
髪

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
ふ
る
里
の
青
葉
風

棚
野

井
上
さ
か
え

窓
際
の
朝
顔
の
び
て
つ
ぼ
み
ま
つ

く
ち
な
し
の
庭
い
っ
ぱ
い
に
香
り
み
つ

棚
野

北
島
節
子

七
夕
待
つ
笹
の
そ
よ
そ
よ
堤
防
に

閑
古
鳥
風
車
の
羽
根
の
フ
イ
フ
イ
と

生
名

石
田
白
萩

さ
り
が
に
を
そ
つ
と
道
辺
へ
雨
上
り

黄
昏
れ
て
河
鹿
鳴
く
声
し
ば
し
聞
く

生
名

小
西
典
子

十
薬
を
干
す
や
余
命
を
計
り
い
て

夏
衣
胸
の
高
さ
に
膳
運
ぶ

生
名

丸
山
香
月

土
日
に
子
等
の
手
を
借
る
田
植
日
和

予
知
も
な
く
夫
押
し
く
れ
る
紫
陽
花

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

塗
り
替
え
し
壁
の
移
り
香
若
葉
風

風
鈴
や
添
寝
の
母
の
静
か
な
り

沼
江

駒
津
光
洋

預
か
り
し
孫
を
昼
寝
の
ま
ま
帰
す

半
袖
を
更
に
折
り
上
げ
夏
衣

沼
江

大
川
富
美

法
螺
貝
や
樹
海
は
深
き
霧
の
中

堰
上
る
鮎
は
光
と
な
り
て
飛
ぶ

沼
江

中
井
清
一
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

作
品
は
作
り
放
し
な
く
推
敲
が
大

切
で
す
。
句
材
に
最
も
適
し
た
季
語

を
見
つ
け
或
い
は
語
順
を
置
き
換
え

た
り
、
又
黙
読
だ
け
で
な
く
朗
読
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
句
姿
を
整
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

（
係
）

次
回
作
品
募
集

九
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

九
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

詩
の
こ
み
ち

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
一
句

あ
て
先

中
角

豊
田

明

俳
句
一
人
二
句

締
切
り

い
ず
れ
も
八
月
二
十
日

「とくしま県民文芸」作品募集
応募資格

徳島県内に在住する者

募集部門

「小説」･「文芸評論」･「戯曲・脚本」･「児童文学」･「随筆」

「現代詩」･「短歌」･「俳句」･「川柳」

応募方法

「小 説」……原稿用紙30枚以内。１人１編

「文 芸 評 論」……原稿用紙20枚以内。１人１編

「戯曲・脚本」……原稿用紙50枚以内。１人１編

「児 童 文 学」……原稿用紙20枚以内。１人１編

「随 筆」……原稿用紙３枚以内。１人１編

「現 代 詩」……原稿用紙２枚以内。１人１編

「短歌、俳句、川柳」……１人２首もくは２句以内。

※短歌、俳句、川柳の応募は官製ハガキで行ない、種別を明記
し、作品を楷書で書く（ワープロも可）。

※全ての作品の末尾には、住所・氏名（雅号がある場合は併記）・
ふりがな・電話番号を書く。

留意事項
(1) 応募された作品の訂正・差し替え・返却はいたしません。
(2) 未発表の作品に限ります。入選発表までに、同人雑誌等に投

稿され、活字として掲載された作品は、選考から除外します。
(3) 類想、類句については賞を取り消すことがあります。

応 募 先

〒770-8570 徳島市万代町１丁目１番地

徳島県環境生活部生活文化国際総室内「徳島県民文芸」係宛

応募締切

平成13年９月30日(日)（当日消印有効）まで

発 表

12月中旬（新聞紙上）に発表予定

表 彰

各部門ごとの最優秀作・優秀作・佳作を入選作品と

する。最優秀作及び優秀作には、賞状・記念品・作品

集を贈り表彰する。

作 品 集

最優秀作・優秀作及び随筆・現代詩・短歌・俳句・川

柳各部門の佳作を「とくしま県民文芸」誌に収録し、２

月中旬に発行する。入選作品の版権は徳島県に属する。

主 催 者

徳 島 県

そ の 他

応募方法に定められている要件を逸脱しているもの

については、すべて無効とする。



お盆のごみ収集業務
休業のお知らせ
８月14日 ～16日
８月14日 から16日 は、お盆のため

ごみ収集業務を休業いたします。

大変ご迷惑をおかけい

たしますが、ごみを出さ

ないようお願いいたしま

す。

なお、休業日前後は、

ごみが集中すると思われ

ますので、各家庭で計画

を立て、ごみの収集業務

にご協力ください。
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ク リ ー ン 情 報

毎
年
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一
日
曜
日
を
全

町
一
斉
清
掃
日
と
定
め
、
環
境
衛
生
の
保
全
、
環
境

美
化
の
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
「
清
流
に
緑
映
え

人
輝
く
ま
ち
」
づ
く
り
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
月
も
八
月
五
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日
と
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
や
保
健
部
長

さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
、
地
区
の
実
情
に
あ
っ
た
方

法
で
一
戸
に
一
人
は
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

第
三
回

全
町
一
斉
清
掃
日

美しく住み
よいまちづ

くりに

みんなで参
加を

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
三
年
八
月
十
九
日

午
前
八
時
～
十
一
時
ま
で

（
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
）

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

料

金

○
特
定
家
庭
用
機
器
四
品
目
は
、
事
前
に

郵
便
局
で
必
要
な
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。（
別
表
１
参
照
）

運
搬
料
金
は
、

一
個

二
千
円

○
家
庭
の
粗
大
ご
み
手
数
料

一
個

五
百
円
～
千
円
（
別
表
２
参
照
）

そ

の

他
産
業
廃
棄
物
及
び
事
業
系
廃
棄
物
は
、

取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
例
車
両
・
建
設
廃
材
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な

ど
の
危
険
な
も
の
・
毒
物
な
ど
の
危

険
な
も
の

お
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

ま
た
は
、

勝
浦
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー二
―
四
六
四
九

今
後
の
予
定

今
年
度
の
予
定
は
、
十
一
月
に
星
谷
運

動
公
園
、
来
年
の
二
月
に
勝
浦
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
、
特
定
家
庭

用
機
器
四
品
目
と
家
庭
の
粗
大
ご
み
の
回

収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
定
家
庭
用
機
器
四
品
目

（
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
電
気
冷
蔵
庫
・
電
気
洗
濯
機
）

と
家
庭
の
粗
大
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

エ アコ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵庫 4，830円

電気洗濯機 2，520円

※消費税含む

リサイクル料金
（別表１）

（標準）

ごく一部の会社の製品がこの料金と
違うものがあります。

（火） （木）
（火） （木）

（日）

八
月

五
日
(日)
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品 目 手数料の額

家

具

及

び

寝

具

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分無いもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ未
満のもの

（運搬処分）

１個 500円

テレビ台
電 話 台

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ未満のもの

じゅうたん又は電
気カーペット

８畳未満に相当する
大きさのもの

ふとん、毛布又はマットレス
衣 装 箱
ブラインド
いす（ソファー以
外のもの）

２人以上で使用する
構造のもの

（運搬処分）

１個 700円

鏡 台

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
1.5ｍ以上２ｍ未満
のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分有るもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ未
満のもの

机又はテ－ブル
（その他のもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ以
上のもの

ベッド（マットレ
スを除く。）

ベビーベッド
１人で使用する構造
のもの

ベッドのマットレス スプリングのないもの

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ以上のもの

じゅうたん又は電
気カーペット

８畳以上に相当する
大きさのもの

アコーディオンカーテン
物置（幅及び高さの合計が２ｍ未満のもの）
サーフボード

室内用のサイクリング機
室内用のすべり台又はぶらんこ
ぶら下がり式の健康器具
自転車（幼児用三輪車を除く）
畳
その他のもので幅及び高さの合計が１ｍ以上２
ｍ未満のもの

ギ タ ー

（運搬処分）

１個 500円

水 槽
ペット用のかご又は小屋

ゴルフクラブ（複数ある場合は、ひも等で束ねた
ものの最大の外周が１ｍ以下のもの）又はゴルフ
バッグ（これに収納されたゴルフクラブを含む）

スキー板（ストック含む）
スノーボード
アンテナ
脚立又ははしご
車 い す
米 び つ
スーツケース
幼児用三輪車
荷物運搬用の一輪車

ベビーカー
物 干 台
物干しざお

その他・棒状のもの又は板状のもの（複数ある
場合は、ひも等で束ねたものの最大の外周が１
ｍ以下のもの）

その他のもので幅及び高さの合計が１ｍ未満のもの

その他の大型ごみで次のものは取り扱いをしない。
バッテリー、タイヤ、プロパンガスボンベ、自動車、オートバ
イ、建設廃材、油缶（内容物を含む）、農機具、消火器ボンベ、
太陽熱温水器、農薬や薬品、その他有毒性・危険性・感染性・
悪臭があるもの

品 目 手数料の額

電
気
器
具
・
ガ
ス
器
具
・
石
油
器
具

ウィンドーファン

（運搬処分）

１個1，000円

カラオケの演奏装置
マッサ－ジ器を内蔵したいす

マッサ－ジ器
電子レンジ
パーソナルコンピュータ（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）
パーソナルコンピュータ用のディスプレイ
プリンター

ワードプロセッサー（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）
ワードプロセッサー用のディスプレイ

家

具

及

び

寝

具

いす(ソファ－） ２人以上で使用する構
造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が２
ｍ以上のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分有るもの）

卓の最長の辺の長さ又
は最大径が1.5ｍ以上
のもの

ベッド（マットレ
スを除く。）

２人で使用する構造の
もの

ベッドのマットレス スプリングのあるもの
オルガン（電子オルガン含む）
室内用のランニング機
物置（幅及び高さの合計が２ｍ以上のもの）

浴 槽
洗 面 台
その他のもので幅及び高さの合計が２ｍ以上のもの

電

気

器

具･

ガ

ス

器

具

･

石

油

器
具

編 み 機

（運搬処分）

１個 700円

衣類乾燥機
食器洗機（乾燥機能を有するものを含む）
ミシン（卓上式以外のもの）
ファクシミリ

ビデオテープレコーダー
ふとん乾燥機

（運搬処分）

１個 500円

ミシン（卓上式のもの）
加 湿 器
換 気 扇
空気清浄機
除 湿 器
扇 風 機

アンプ
カセットレコーダー又はミニディスクレコーダー
コンパクトディスクプレーヤー
レコードプレーヤー
スピーカー
チューナー
液晶式のテレビジョン受信機
パーソナルコンピュータ（デスクトップ型以
外のもの）
ワードプロセッサー（デスクトップ型以外のもの）
ガスコンロ又はガステーブル
ストーブ
ファンヒーター
瞬間湯沸器
こたつ（こたつ板含む）
照明器具

食器乾燥機
炊 飯 器
ズボンプレッサー
電気掃除機
ホットプレート

家
具
及
び
寝
具

いす (ソファー) １人で使用する構造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
1.5ｍ未満のもの

（別表２）
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８月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日
（７日）

石 原
沼 江
掛 谷
山 西
中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横
沼 江 集 会 所 前
掛 谷 集 会 所 前
山西集会所横の自転車置場付近
農 村 婦 人 の 家

８
月
11
日

今 山
黒 岩

星 谷
中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横
運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横
中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日
（21日）

生 名
久 国
棚 野
〃
〃
立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）
久 国 集 会 所 前
河川敷のゲートボール場横
大 井 堰 碑 の 前
勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横
前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四
火

曜

日

（28日）

横 瀬
〃
〃

〃
〃
〃
与川内
坂 本
〃
〃

〃
〃

前 川 集 会 所
小倉新平さん宅前三さ路
広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地
花 棚 宗 一 さ ん 宅 東
中 田 歯 科 駐 車 場
旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前
佐野さん宅前ゴミフェンス横
田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横
ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

８月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日
（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日
（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日
（20日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て

い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
、
社
会
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

八
月

八

日

●

八
月
二
十
二
日

※
登
録
し
て
い
る
犬

の
場
合
は
印
鑑
と

鑑
札
が
必
要
で
す
。

今月は８月14日 ～16日 お盆のため収集日にご注意ください。

今
月
の
回
収
日

八
月
四
日

午
前
九
時
ま
で

指
定
場
所

勝
浦
町
中
角

勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家

敷
地
内
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

回
収
日
の
五
日
前
か
ら

指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭

で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

段
ボ
ー
ル

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の

は
大
丈
夫
で
す
。
そ
れ
以
外

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

古

本

同
じ
種
類
の
本
に
分
け

て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙

は
、
破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の

方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、

古
本
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

（水）（水）

（土）

（１）（２）（３）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（土）



防
ご
う
少
年
非
行

増えています! 子どもの水難

○

親
子
で
何
で
も
話
せ
る
家
庭
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う

○

社
会
生
活
等
を
送
る
う
え
で
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
や
正
し
い
判
断
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
、
ま
ず
、
親
が
手
本
と
な
っ
て
ル
ー
ル
を

守
り
、
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。

○

夏
休
み
な
ど
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が

ち
で
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム
を
守
ら
せ
、
規
則

正
し
い
生
活
で
た
く
ま
し
い
心
身
を
は
ぐ
く

み
ま
し
ょ
う
。

○

夜
遅
く
外
出
し
た
り
、
外
泊
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
非
行
の
前
兆
で
す
。
節
度
あ
る
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○

補
導
活
動
等
を
通
じ
て
少
年
の
立
ち
直
り
を

支
援
（
サ
ポ
ー
ト
）
し
ま
す
と
と
も
に
、
問

題
行
動
の
あ
る
少
年
に
対
し
て
、
家
庭
が
適

切
な
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
援
助
等
を

行
い
ま
す
。

○

非
行
や
い
じ
め
、
犯
罪
被
害
等
で
悩
ん
で
い

る
人

少
年
補
導
員
等
の
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
が

専
門
的
立
場
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
相
談

○

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

〇
八
八
―
六
二
五
―
八
九
九
〇

月
～
金

午
前
九
時
～
午
後
六
時
半

（
土
・
日
・
祝
祭
日
）

○

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〇
八
八
―
六
二
三
―
七
三
二
四

二
十
四
時
間
（
午
後
六
時
以
降
の
夜
間
、
休
日

に
つ
い
て
は
当
直
員
が
対
応
）

面
接
相
談
～
臨
床
心
理
士
等
に
よ
る

要
予
約〇八
八
―
六
二
五
―
八
九
〇
〇
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夏 水とふれあう季節の到来です。海、

プール、川での水遊びなど、特に子どもた

ちにとっては、わくわくすることでいっぱ

いです。しかし、この時期は水の事故で負

傷したり、死亡したりする人が多くなるこ

とも見逃せません。こういった事故は、十

分に注意すれば防げるもの。水辺でのルー

ルを守って、思い出に残る楽しい夏にしま

しょう。

こんなことに気を付けよう
○ 子どもたちだけでの水泳や水遊びを
避ける
保護者（大人）が同行し、特に幼児から

は絶対に目を離さないようにしましょう。

○ 遊泳禁止区域では泳がない
河口付近などは、急に深みがあるなど

危険です。

○ 悪天候のとき、水の多いとき、波の
高いときは泳がない
水の流れが速いなど危険です。

○ 泳ぐ前には必ず準備運動を
おぼれないように、準備運動は不可欠

です。また、体調の悪いときは、泳がな

いようにしましょう。

チェック
ポイント

家
庭
で
の
取
り
組
み

徳
島
県
警
察
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

サンデー親子相談室（ＳＯＳ相談室）
少年サポートセンターでは、平日の相談が困難

な方のために、休日の親子相談室を開設していま
す。（電話での相談も受理しています。）

開設日時 毎月第１日曜日 午前10時～午後４時

場 所 徳島県警察本部１階相談室

申 込 先 徳島県警察少年サポートセンター
088－625－8900

Ｈ Ｐ
http://www.pref.tokushima.jp/life/syosapo.html

駐
在
所
だ
よ
り
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人
間
ド
ッ
ク

成
人
病
検
診

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

脳
ド
ッ
ク

勝
浦
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
年
齢
が
四
十
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
方
。

た
だ
し
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

検
査
項
目

神
経
学
的
検
査
、
高
次
脳
機
能
、
血
小
板
凝
集
脳
検
査
、

聴
力
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ(

脳
の
断
面
図)

、

Ｍ
Ｒ
Ｉ(

脳
血
管
の
画
像
診
断)

、
頚
部
頚
動
脈

費

用

四
〇
、九
五
〇
円
（
自
己
負
担

六
、一
〇
〇
円
・

補
助
金
額
三
四
、八
五
〇
円
）

医
療
機
関

阿
南
共
栄
病
院

期

間

平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
四
年
二
月
十
三

日
ま
で
の
病
院
指
定
日

募
集
人
数

四
十
名
（
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

申
し
込
み
方
法

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
勝
浦
町

税
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
締
切
日

平
成
十
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

※
原
則
と
し
て
昨
年
に
受
診
さ
れ
た
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん

詳
し
く
は
勝
浦
町
役
場
税
務
課
国
保
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

脳ドック

検
査
項
目

内
科
診
察

血
圧
測
定
、
身
体
測
定

外
科
診
察

甲
状
腺
、
乳
ガ
ン
検
診

尿

検

査

蛋
白
、
糖
、
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
、
潜
血

便

検

査

ヒ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

血
液
検
査

赤
血
球
数
、
白
血
球
数
、
血
色
素
数
、

血
小
板
数
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
、

Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
、
Ｌ
Ｄ
Ｈ
、

ｒ
―
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｚ
Ｔ
Ｔ
、
Ｔ
―
Ｂ
ｉ
Ｌ
、

Ｌ
Ａ
Ｐ
、
Ｔ
Ｐ
、
蛋
白
分
画
、

Ｔ
―
Ｃ
Ｈ
Ｏ
、
Ｔ
Ｇ
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
、
Ｕ
Ａ
、

Ｎ
ａ
、
Ｃ
１
、
Ｋ
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、

血
糖
、
Ｈ
Ｂ
Ｓ
抗
原
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
Ⅲ

Ｘ
線
及
び

胸
部
単
純
撮
影
、
胃
・
十
二
指
腸
造
影

超
音
波
検
査

撮
影
、
腹
部
超
音
波

心
臓
検
査

心

電

図

費

用

三
六
、〇
〇
〇
円
（
自
己
負
担

五
、四
〇
〇
円
・

補
助
金
額
三
〇
、六
〇
〇
円
）

医
療
機
関

国
民
健
康
保
険
勝
浦
病
院

期

間

平
成
十
三
年
九
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で
の

病
院
指
定
日

募
集
人
数

四
十
名
（
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

人間ドック

国保と医療費



みんなの健康
板垣ちさきちゃん ５歳

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

１ 水 母 と 子 の 健 康 教 室健 康 相 談 ９:30～14:00 星谷 集 会所 幼児とその家族 健 康 手 帳

２ 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー 40歳以上の一般住民 問 診 票

３ 金
離 乳 食 講 習 13:00～13:40

農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年10月1日から
平成13年5月31日までに
生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:45～14:30

６ 月 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 今山ふれあい交 流 館 幼児とその家族

７ 火 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 生名センター 幼児とその家族

９ 木 親 子 健 康 教 室 ８:30～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

申込をされた人

21 火 生活習慣病予防教室健 康 相 談 ９:30～14:00
沼江コミュニ
ティセンター 一 般 住 民 健 康 手 帳

22 水
健 康 相 談 ９:30～10:30

勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳
介 護 者 教 室 10:30～11:30

23 木 健 康 相 談 ９:30～11:00 坂本 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

24 金 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 中山 集 会所 幼児とその家族

27 月 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 山西 集 会所 幼児とその家族

28 火 骨 粗 鬆 症 予 防 教 室健 康 相 談 ９:30～14:00 石原 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

29 水 婦 人 が ん 検 診 13:00～14:30 農村環境改善
セ ン タ ー

30歳以上の女性 問 診 票

30 木 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 横瀬 集 会所 幼児とその家族

31 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00 農村環境改善セ ン タ ー
平成12年11月1日から平成13
年6月30日までに生まれた子 母子健康手帳

８月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

17

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
変
動
が
多
い
現
代
社
会

は
、
そ
れ
だ
け
に
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
や

す
く
、
今
日
で
は
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
、「
う
つ
病
」
に
か
か
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
処
法
を
身
に
つ
け
て
、
早
め
に
対
処
し
、

翌
日
に
も
ち
こ
さ
な
い
こ
と
で
す
。

毎
朝
、
気
持
ち
よ
く
目
覚
め
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
状
態
を
は
か
る

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。「
よ
く
眠
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
人
は
、
そ
の
原
因
を
考
え
、
休
養
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

効
果
的
な
「
休
養
」
を
と
る
ポ
イ
ン
ト

○

生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

○

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る

○

く
つ
ろ
げ
る
住
環
境
を
つ
く
る

○

ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り

は
い
る

○

適
度
に
体
を
動
か
す

○

家
族
や
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
す
る

○

旅
に
で
か
け
る

○

お
し
ゃ
れ
を
す
る

○

自
然
と
ふ
れ
あ
う

○

休
日
に
は
ふ
だ
ん
で
き
な
い
こ

と
に
と
り
く
む

○

地
域
活
動
に
参
加
す
る

休休 むむ養養 うう

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

～
気
持
ち
よ
い
朝
の
目
覚
め
は

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
～
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保健婦だより

原
因
不
明
で

筋
力
が
落
ち
、
力
が
入
り
に
く
い
、

だ
ん
だ
ん
歩
き
に
く
く
な
っ
て
い

る
、
微
熱
、
発
熱
が
あ
り
体
が
だ

る
く
疲
れ
や
す
い
、
難
病
と
言
わ

れ
て
い
る
が
診
断
が
は
っ
き
り
し

な
い
な
ど
で
お
悩
み
の
方

で
実
施
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
月

五
日
ま
で
に
阿
南
保
健
所
へ
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

（

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二
）

十
月
十
八
日

受
付

午
後
一
時
～
三
時

阿
南
保
健
所
小
松
島
支
所

神
経
系
、
膠
原
系
の
難
病
の
方
、

家
族
の
方
へ

医
療
相
談
会
の

開
催
に
つ
い
て

受講対象者
難病の方のボランティア活動に関
心があり、全日程を受講できる人

参 加 費 無 料
参加申込および問い合わせ先
８月20日 締め切り
阿南保健所 疾病対策係
（ 0884－22－0072）

阿南保健所から

難病ボランティア講座の開催
お 知 ら せ と 募 集

第２回

第３回

第４回

第５回

第１回

内 容場 所期 間実施月日

８月28日
午後１時30分～
３時30分

阿南保健所 難病入門

９月11日
午後１時30分～
３時30分 阿南保健所 難病患者の介護の実際

９月25日
午後１時30分～
３時30分

阿南保健所
患者の心理とコミュニケー
ション技術

10月９日 午後１時30分～
３時30分

阿南保健所
難病ボランティアの心構え、
難病の保健、医療、福祉制度

10月25日
午後１時30分～
３時30分

阿南ひまわり会館
神経難病教室に参加参加者
と交流

（火）

（金）

（火）

（火）

（火）

（月）

（木）
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町
内
外
有
志
の
方
か
ら
、
図
書
を

ご
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
名
を
ご
披
露
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
十
二
年
七
月
～
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
）

町

内

岡
田
善
明
様
（
中
角
）

中
川
一
宏
様
（
坂
本
）

美
馬
綾
子
様
（
久
国
）

大
井

儀
様
（
沼
江
）

町

外

松
並
武
夫
様
（
小
松
島
）

八
月
十
四
日

は

午
後
五
時
ま
で

当
日
は
、
午
後
五
時
ま
で
で
閉
館

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
は

存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

発
掘

あ
る
あ
る
大
事
典
③

番
組
ス
タ
ッ
フ

人
の
値
う
ち

江
口
い
と
人
権
の
詩

江
口
い
と

物
理
入
門
コ
ー
ス
１
～
10

長
岡
洋
介

五

輪

書

宮
本
武
蔵

全
国
ホ
テ
ル
オ
ー
ル
ガ
イ
ド

山
と
渓
谷
社

中
大
兄

上
・
下

黒
岩

重
吾

縁
か
い
な

樋
口
修
介

か
ら
い
は
う
ま
い

椎
名

誠

「
自
分
の
木
」
の
下
で

大
江
健
三
郎

御
庭
番
の
明
治
維
新

小
松

重
男

ニ
コ
チ
ア
ナ

川
端
裕
人

出
会
い
が
し
ら
の
ハ
ッ
ピ
ー
・
デ
イ
ズ

小
林
信
彦

藪
の
中
で

藤
沢

周

猫
に
マ
タ
タ
ビ
の
旅

出
久
根
達
郎

群
蝶
の
空

三
咲
光
郎他

Ｇ

Ｔ

Ｏ

チ
ャ
イ
ナ
ド
ラ
ゴ
ン

シ

ュ

リ

グ
リ
ー
ン
マ
イ
ル

上
・
下

シ
ャ
ン
ハ
イ
・
ヌ
ー
ン

ド
リ
ー
ム
・
チ
ー
ム

パ
ト
リ
オ
ッ
ト

ザ
・
ビ
ー
チ

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ニ
ー

他

新
着
図
書
紹
介

行

事

漫
画
・
ポ
ス
タ
ー
教
室

二
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

化
石
展
・
町
内
今
昔
写
真
展

十
二
日

～
十
九
日

図
書
館

二
階
視
聴
覚
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

一
日
・
八
日
・
十
五
日
・

二
十
二
日
・
二
十
九
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ

て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

日 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２８ ２９ ３０

休
館
日

八
月

と き ８月12日 ～19日 午前中
ところ 図書館２階視聴覚室

化石同好会・勝浦町化石研究会のご協力により、恒例の

化石展示会を（第８回目）を開催いたします。立川で恐竜

の歯の化石が出土し、以後、化石に関心の深い人々が県内

外から訪れるようになりました。今年も珍しい化石を心ゆ

くまでご鑑賞ください。

勝浦町の古い写真等を同時

に展示します。子どものころ

に遊んだあの場所、あの友……
故郷は心の安らぎです。お

盆で帰省している人達といっ

しょにのぞいてみてください。

また、お手元に古い写真があ

れば是非展示させてください。

10日まで受け付けしています。

化 石 展
同時展示

町内今昔写真展 ご
寄
贈
御
礼

ビ

デ

オ

紹

介

パノペア（羽浦層）１憶２千年前

図書館だより

（日）

（火）

（日）

（木）

（日）

（日）

！



６
月
16
日
～
７
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
上
羽
瀬

泉

和
幸

（
海
部
郡
宍
喰
町

坂
東
美
雪

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

松
田
広
文

長
女

大
字
中
角

）

字
玉
ノ
木

ま
り
子

美み

海う

上
田

豊

長
男

大
字
生
名

）

字
大
前

ゆ
か
り

真しん
ノの
介すけ

若
木
隼
人

長
男

大
字
坂
本

）

字
宝
田

初

美

準
じ
ゆ
ん

也や

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
棚
野
字
北
川
原

原

浪
子（
93
歳
）

大
字
棚
野
字
前
田

一
樂
靖
子（
67
歳
）

大
字
棚
野
字
竹
国

豊
井
サ
ク（
92
歳
）

大
字
沼
江
字
兀
山

尾
田
フ
ミ
子（
78
歳
）

大
字
沼
江
字
神
谷

森

芳
雄（
89
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

６
月
16
日
～
７
月
15
日

朝
桐
康
之
さ
ん
（
横
瀬
）

一
樂
友
次
さ
ん
（
棚
野
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2020

戸
籍
の
窓

８月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月４日 上勝町診療所 ４－５０１０

８月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月８日 山 西 医 院 ２－３０２７

８月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月12日 湯 浅 医 院 ２－２００３

８月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月16日 赤 岩 医 院 ２－２００６

８月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月20日 上勝町診療所 ４－５０１０

８月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月24日 山 西 医 院 ２－３０２７

８月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月28日 湯 浅 医 院 ２－２００３

８月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 ８月27日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ８月３日

８月10日
８月17日
８月24日
８月31日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

８ 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
２ ９ 23 30

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
１ ８ 22

午後２:00～４:00
水 水 水

歌 謡
７ 21 28

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
13 20

午後７:30～９:30
月 月

大正琴
２ 25 30 木曜日は

午後１:00～３:00
土曜日は
午後６:30～８:30木 土 木

習 字
３ 10 17 24

午後７:00～９:00
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

８月 交流講座日程
近隣地域との交流事業として、
今月も各種講座を次のとおり開講

いたします。

（月）

（金）

（金）

（金）

（金）
（金）（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（水）




